































































































































と明確に記されている （句読点や用字 一部改めた） ので、 一応 『嫩榕葉相生源氏』の二段目までを書いたと取っておきたい。これは源内の人気を証明するとともに、この時期 江戸浄瑠璃の作劇プロセスを語る一文としてしばしば引用されている
⑶
。つまり、この時期の





霊新田神徳』 （以下『新田神徳』 ）を論じたい。この作品は源内の生前最後に上演された作品である。本作は自身のアタリ作『矢口渡』の後日談で、時代を貞治二年三月に設定している。登場人物の源義詮は足利尊氏の子、竹沢宗時は監物の弟といった具合に、先行作より一世代ずらしている。新田義岑を中心に管領畠山義深 悪事に、近江の佐々木家のお家騒動を絡ませ、新田明神の神徳を称えるものである。梗概 以下である。
　
管領畠山義探は、近江の国守佐々木秀詮の娘初花姫を妻に求









































































































屁論後編』 ） 、 「剣術者ならば僧正坊、学問ならば 宣王、役者は海老蔵、作者は近松」 （安永八年『金の生木』 ）などと記し、近松へのレスペクトを隠そうとし 意外にも近松の後を追おう したことは認めてもよいであろう。その意味ではこ 『新田神徳』は注目すべき作品と言えそう る。
にも拘わらず、本作はへの言及は少なく、あったとしても、 「全

























































































































































































































































































































































































































































山口観音を源内が選んだ理由がそ 話題性であったことを考えれば、新田神社との関係もそう考えるべきであろう。また、源内 寺社との相乗効果は認めてもよい もしれない。
ちなみに、この山口観音は後に土山宗次郎出奔事件の際に平秩東











































































































娘である。極悪非道の父を持ちながら、純粋一途な「おぼこ娘の一筋に思ひ乱」れる性格で、逢ったばかり 義岑に 目惚れし、その愛する義岑を（及びその恋人・台も）助け ために命を投げ出す。そのけなげさは現在も文楽や歌舞伎の見せ所となっている。
しかし、この性格の理解や役所は難しいようである。お舟は、義



















兄を殺せし頓兵衛が娘故、此世 添事ならね共、親と一所でないといふ、一つの功 立るなら、未来 添ふ
という一言による。その一言に縋った恋心ゆえであった。たとえ、現代の目からは薄っぺらに見えようと、この言葉がお舟を衝き動かしていた である。そして、源内もこの言葉を忘れてはいなかっ 。先掲『新田神徳』引用文の傍線部、お舟が死霊となって出た際にも、この義岑の言葉が繰り返される。お舟は死して悪 ろうとも義岑の 言葉が忘れられず、妄執のあまり初花姫に取り憑いたのあった。
すなわち、源内の浄瑠璃への低評価がを「所詮は余芸」だとする









































































































































































































































































































































































































































　「 「神霊矢口渡」上演年表」 （⑺と同じ） 。
受
　
贈
　
雑
　
誌（一）
愛知教育大学大学院国語研究
 
愛知教育大学大学院国語教育専
 
 
攻
愛知県立大学説林
 
愛知県立大学国文学会
愛知淑徳大学国語国文
 
愛知淑徳大学国文学会
愛知大学国文学
 
愛知大学国文学会
青山語文
 
青山学院 日本文学会
歌子
 
実践女子短期大学 語コミュ
 
ニケーション学科研究室
愛媛国文研究
 
愛媛県高等学校教育研究会国語
 
部会
愛媛国文と教育
 
愛媛大学教育学部国語国文学会
大妻国文
 
大妻女子 国文 会
大妻女子大学紀要
 
大妻女子大学
大妻女子大学草稿・テキスト
 
大妻女子大学草稿・テキスト研
究所研究年報
 
究所
岡大国文論稿
 
岡山大学文学部国語国文学研究
 
室
お茶の水女子大学国文
 
お茶の水女子大学国語国文 会
香川大学国文研
 
香川大学国文学会
学芸国語国文学
 
東京学芸 語国文 会
学習院大学国語国文学会誌
 
学習院大 国語国文学会
